
19 － 3
14 － 16
20 － 20
15 － 10

－

主審 副審

筑紫野 玉名
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 9 1 3 0 1 0 0 4 ＊ (C) 11 0 5 1 0 0 0

5 ＊ 28 3 9 1 1 0 0 5 ＊ 12 3 1 1 3 0 0

6 ＊ 23 0 11 1 0 0 0 6 2 0 1 0 1 0 0

7 ＊ 2 0 0 2 3 0 0 7 4 0 2 0 1 0 0

8 - - - - - - - 8 ＊ 8 2 1 0 1 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 9 - - - - - - -

10 0 0 0 0 1 0 0 10 ＊ 9 0 3 3 2 0 0

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 ＊ 6 0 3 0 2 0 0 12 - - - - - - -

13 0 0 0 0 2 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0

14 - - - - - - - 14 ＊ 3 0 1 1 2 0 0

15 - - - - - - - 15 - - - - - - -

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 - - - - - - -

18 - - - - - - - 18 - - - - - - -

68 4 26 4 10 0 0 49 5 14 6 10 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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コーチ 杉 本 三 郎

井 手 智 善

後 藤 か お る コーチ

野 中 貴 仁 早 野 謙 二 郎

宮 本 浩 幸久 松 龍 孔

松 尾 巧

吉 田 和 弘

久 木 田 雄 哉

西 田 拓 未

村 上 雅 人

福 島 汰 成

合計 合計

井 上 敬 志榊 洸 哉

村 上 雄 大

浦 島 秀 人

肥後橋 銀次郎

友 永 拓 海

市 川 恭 平

濱 田 健 太

戦　　評

記載者 橋本、井上 （所属） 大分県中体連バスケット専門部

中 村 文 紀

添 田 拓 斗

田 代 浩 太 郎

安 藤 琢 郎

瀬 戸 洸 平

原 田 成 斗

鐘 江 啓 斗

会
場

大分県立総合体育館

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

－
OT1 OT2

－

砥 綿 啓 伍

野 中 亮 吾

 福岡　敏徳  水間　周作

帯 刀 滉 暉

選　手　氏　名 選　手　氏　名

岩 松 永 太 郎

－

警告：合計が違います

男子準決勝

筑紫野 68 49

03:58 13:57 26:32

大
会
名

平成22年度　九州中学校体育大会
第40回九州中学校バスケットボール競技大会

B2

期
日

2010年（平成22年) 8月7日(土)

警告：合計が違います

○(福岡1位)

11:20

30:12
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

－ － 21:37 30:12 －
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

玉名

－
OT1 OT2

－

(熊本1位)●

1Q筑紫野は２－２－１のゾーンプレスから２－３のゾーンを敷く。玉名はオールコートマンツーマンディフェンスでスタート。序盤、筑紫野は厳しいディフェンスからボー

ルを奪い#6野中の連続得点、#4帯刀、#5砥綿が点を重ねる。流れをつかめない玉名は残り４分でタイムアウトを取る。その後お互いにミスを繰り返し得点は動かない。

残り２０秒筑紫野#4帯刀の3Pが決まり１９－３で終了。

2Qに入っても玉名は筑紫野の厳しいディフェンスに対して攻撃の糸口をつかめない。玉名はファールによるフリースローを確実に決め、点差をつめようとするが、筑紫野

#5砥綿の連続3Pで引き離しにかかる。玉名は#8浦島が3Pを入れ返し、その後一進一退の攻防を繰り返す。３３－１９筑紫野リードで2Q終了。

3Q筑紫野は#6野中の連続ゴール、#5砥綿のスティールからのレイアップで着実に加点をするが、玉名は＃５吉田の連続３Pや#7西田のレイアップシュートで反撃する。

残り2分23秒で玉名はタイムアウト。その後、#8浦島、#5吉田の3P、#4岩松、#5吉田のジャンプシュートで11点差まで詰め寄る。しかし、終了間際、筑紫野#5砥綿のファー

ルを誘うプレーでバスケットカウント、そのフリースローを決め５３－３９で終了。

4Qに入り一進一退の攻防で点差をつめられない玉名は残り５分２８秒でタイムアウトをとる。その後玉名は積極的なオールコートプレスをかける。しかし、筑紫野#7中村

がしっかりとボールキープしゲームをコントロールする。その後、筑紫野#4帯刀、#5砥綿、#12濱田が得点し、さらに点差を広げる。総合力に勝る筑紫野が６８－４９で勝

利し、決勝進出を決めた。
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